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社
会
保
険
庁
、
厚
生
労
働
省
、
防
衛
省
な
ど
国

家
公
務
員
の
不
祥
事
が
続
い
て
い
る
。
次
々
と
判

明
す
る
個
別
事
案
に
対
し
、「
担
当
者
名
を
明
ら

か
に
せ
よ
」、「
退
職
金
を
返
納
さ
せ
ろ
」
と
い
っ

た
情
緒
的
な
責
任
追
及
論
が
喧
し
い
。
し
か
し
、

責
任
追
及
だ
け
で
思
考
停
止
せ
ず
、
何
故
こ
う

し
た
問
題
が
数
十
年
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
る
の

か
、
問
題
の
本
質
は
一
体
な
に
か
、
国
家
公
務
員

個
々
人
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
紐
解
い
て
い
か
な

け
れ
ば
本
当
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
人
間
は
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
奴
隷
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
に
も
、
彼
ら
の
こ
う
し
た
行
動
を
方

向
付
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
い
た
に
違
い
な

い
。

　

例
え
ば
、
社
会
保
険
庁
（
年
金
）、
厚
生
労
働
省

（
薬
害
肝
炎
）
の
ケ
ー
ス
は
、「
年
功
序
列
・
終
身

雇
用
人
事
」
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

省
庁
は
次
官
を
頂
点
に
末
端
の
事
務
官
ま
で
幾
重

に
も
連
な
る
年
次
・
階
層
か
ら
構
成
さ
れ
る
組
織
。

そ
し
て
、
終
身
雇
用
型
の
組
織
は
当
然
、
非
常
に

閉
鎖
的
な
共
同
体
化
す
る
。
そ
こ
で
は
、
長
年
先

輩
か
ら
引
き
継
が
れ
た
法
令
解
釈
や
事
務
処
理
の

方
針
変
更
は
、
莫
大
な
調
整
コ
ス
ト
に
加
え
て
、
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当
人
に
は
、
閉
鎖
的
共
同
体
の
中
で
今
後
の
人
生

を
厄
介
者
と
し
て
過
ご
す
勇
気
が
必
要
に
な
ろ
う
。

役
人
に
だ
っ
て
家
族
も
い
れ
ば
生
活
も
あ
る
。
辞

職
覚
悟
で
も
な
し
に
行
動
は
起
こ
せ
な
い
。

　

ま
た
、
防
衛
省
（
業
者
と
の
癒
着
）
の
ケ
ー

ス
は
、「
民
高
官
低
の
待
遇
」
も
一
つ
の
要
因
か

も
し
れ
な
い
。
要
は
、
一
流
大
学
を
優
秀
な
成

績
で
卒
業
し
、
高
い
使
命
感
を
抱
い
た
人
材
が

終
身
奉
職
す
る
に
は
、
国
家
公
務
員
キ
ャ
リ
ア

の
給
与
水
準
は
今
や
低
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
だ
。
お
ま
け
に
天
下
り
規
制
等
か
ら

退
官
後
に
元
を
と
る
仕
組
み
も
も
は
や
怪
し
い
。

学
生
時
代
の
同
級
生
の
多
く
の
年
収
が
自
分
よ

り
も
高
い
と
い
う
現
実
を
前
に
複
雑
な
気
持
ち

を
持
つ
者
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
こ
ん
な
に
安
月
給
で
働
い
て
い
る
の
だ
か

ら
・
・
・
、
ま
し
て
や
、
愛
す
る
家
族
に
少
し
で

も
経
済
的
に
い
い
思
い
を
さ
せ
た
い
・
・
・
、
と

い
う
切
な
る
気
持
ち
が
働
い
た
ら
、
い
か
に
国
家

公
務
員
で
あ
っ
て
も
聖
人
君
子
で
は
な
い
。
忠

実
義
務
や
倫
理
観
だ
け
を
頼
り
に
個
人
の
行
動

は
縛
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
提
案
だ
が
①
次
官
・
局
長
級
の
幹
部

は
す
べ
て
官
民
間
の
出
入
り
自
由
（
リ
ボ
ル
ビ

ン
グ
ド
ア
）
を
導
入
し
た
う
え
で
、
②
国
家
公

務
員
の
キ
ャ
リ
ア
職
を
全
て
四
〜
五
年
程
度
の

有
期
雇
用
、
も
ち
ろ
ん
年
功
、
年
次
関
係
な
し

の
能
力
雇
用
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
民
間
人
に
も
、
人
生
一
度

は
国
家
に
奉
仕
し
た
い
と
い
う
気
概
を
持
つ
人

が
い
る
。
ま
た
、
経
済
、
社
会
の
国
際
化
・
複

雑
化
が
進
展
す
る
な
か
で
、
民
間
の
第
一
線
の

知
見
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
る
こ
と
の
大
切
さ

は
産
業
再
生
機
構
の
例
で
も
自
明
だ
。
任
期
を

四
〜
五
年
程
度
と
す
れ
ば
、
純
粋
に
職
責
の
み

を
全
う
す
べ
く
過
去
に
囚
わ
れ
な
い
中
立
・
公

正
な
判
断
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
聖
人
君
子

で
な
く
て
も
時
限
で
あ
れ
ば
何
と
か
ス
ト
イ
ッ

ク
に
頑
張
り
き
れ
る
。
ま
さ
に
「
国
家
公
務
員

の
本
懐
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
流
の
民
間
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
、
今
さ
ら
ゴ
ル
フ
接
待
に
魅
力
な

ど
感
じ
な
い
だ
ろ
う
し
、
任
期
中
の
評
価
は
民

間
復
帰
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
大
き
く
左
右
す
る
か

ら
、
自
ず
と
自
己
抑
制
も
働
く
の
で
は
な
い
か
。
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